
                                             

 

 

 

 

 

 

                                             

「戻りつつある日常を思って」 
 

札幌養護学校 副校長 飯 野   宏 

  

 夏空がまぶしく輝くころとなりましたが、明日からは児童生徒の皆さんが楽しみにしている夏休みを迎え

ようとしています。保護者の皆様には、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、一学期を無事に終え

られますことを心より感謝申し上げます。 

 さて、今年の５月に新型コロナウィスル感染症が５類に変更され、３年ぶりにかつての日常が戻りつつあ

ります。とは言え、新型コロナウィスル感染症が完全になくなったわけではないので、やり方を工夫しなが

ら、学校においても多くの行事で保護者の皆様に参観していただきました。例えば、中学部の体育大会や小

学部の運動会では、観客の皆さんが密にならないよう、基本立ち見として実施しました。全てがコロナ前と

同じと言うわけではありませんでしたが、保護者の皆さんのたくさんの声援に後押しされ、児童生徒もいつ

も以上に張り切ることができたのではないかと思います。駐車場の誘導をしている際に、大きなカメラを抱

え、「３年ぶりに孫の様子が見られます」と嬉しそうに話していた児童のおじいさまの笑顔が思い出されま

す。ようやく待ちに待った、そして以前は当たり前に過ごしていた大切な日々が戻りつつある事をとても感

慨深く感じています。 

 ３年ぶりの日常が戻りつつある状況を受け、以前はできなかった地域とのつながりや児童生徒が楽しめる

活動を何かしたいと考えていたところ、ラーメン（食）を通じて地域社会への貢献と共生を目的とした「ら

ぁ祭」というラーメン店主さんからなる団体からお声がけいただき、本格的なラーメンを児童生徒に無償で

提供いただきました。当日は、PTA 役員有志の方にも配膳でお手伝いいただき、給食と一緒に一人半玉ず

つご馳走になりました。ラーメンの食べ歩きが趣味の職員の話では、当日札幌市内の有名各店が食材を提供

しており、有名店のコラボの世界に一つしか無いラーメンだったそうです。そんな貴重なラーメンだったこ

ともあり、普段は家庭でもラーメンを食べたことがない児童生徒が初めて食べたと言う話も聞こえてきまし

た。非常に楽しく美味しく嬉しい一時を過ごすことができました。 

 地元山本町内会とも連携を再開し、町内会長さんからの呼びかけで、中学部の生徒が山本町内会会館の清

掃を行いました。公共の交通機関を利用した校外学習も実施しました。 

小、中学部の芸術鑑賞会では、それぞれ北海道警察音楽隊やPMFオーケストラメンバーの皆さんが来校し、

素敵な演奏を聴かせていただきました。また、中学部は、宿泊研修や見学旅行にも元気に行ってきました。 

 かつては当たり前だったことが、本当に貴重で、どれも素晴らしく感じられる経験だと、改めて思える毎

日でした。二学期も小学部の宿泊研修、見学旅行、札養フェスタや学習発表会と大きな行事が目白押しです。

児童生徒と共に、笑顔あふれる貴重な毎日を過ごしていきたいと思います。 

 最後になりますが、明日から夏休みとなります。ニュースでは、コロナ禍の反動からか、いろいろな感染

症が流行しているそうです。くれぐれも健康に気をつけて、楽しく充実した夏休みを過ごしてほしいと思い

ます。 

 8 月 18日（金）の２学期始業式には、児童生徒の皆さんの元気な笑顔に会えるのを楽しみにしています。 

令和５年７月２４日 

北海道札幌養護学校 

電話８９６－１３１３（小中学部、訪問）  

  校長  佐々木 建 

 

 



 
 

令和５年度の小学部運動会が、５月３１日と６月１日に開催されました。 

今年度は観覧者の人数制限がなくなったので、保護者の方々を始め、おじいちゃんやおばあちゃん、児童ディの職員さんな

どたくさんの方々に子ども達の頑張る姿を観てもらうことができました。 

 徒競走では、全力で走れた子、緊張してしまった子など様々でしたが、最後まであきらめずにゴールすることができまし

た。 

 団体競技では、いろいろな課題を一つずつクリアして、見事ゴールすることができました。 

 みなさんの温かい声援を受けて、自分達の力を練習以上に発揮できた子も多かったと思います。不安と期待などいろいろ

な気持ちで運動会本番を迎え、また一つ成長することができました。 

 保護者の方々には駐車場のご協力やさまざまな場面での励ましやご協力を頂きました。また学年によっては、急な雨で濡

れた児童ベンチを保護者の方々が拭いてくれたということもありました。保護者の方々の温かい気持ちや応援に大変感謝し

ております。 

本当にありがとうございました。                       

【小学部 髙橋 千紘】 

 

 

 

 

 

 

今年度の中学部陸上記録会は天候にも恵まれ、５月２６日（金）に予定通り開催されました。 

昨年度までの３年間は、感染症対策のため各学年別々に競技が行われましたが、今年度は、中学部の生徒が一斉にグラウ

ンドに出て、全学年で競技を行うことができました。 

５月から健康つくりと体育の時間に各競技の練習を始めましたが、今年度は「６０ｍ走」、「フライングディスク４ｍ」、「フ

ライングディスク５ｍ」、そして新競技「サーキット」の種目でそれぞれ大会新記録が生まれ、５名の生徒が校長先生から大

会新記録賞の表彰を受けました。また、陸上記録会当日は、たくさんの保護者の方の応援により、張り切って取り組む生徒

たちの様子がとても印象的で、多くの生徒が自己ベスト記録を更新することができました。保護者の皆様、温かいご声援、

盛大な拍手、ありがとうございました。 

【中学部 多田 新一】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部運動会 

 
 



 

 

ラーメン店によるボランティア「らぁ祭」（http://rasai.jp/category/trip）が、北海道で最初の無償提供先として、札幌

養護学校を選んでくださいました。 

 ５月１８日（木）には小学部に、６月５日（月）には中学部に本格店のラーメンをごちそうしてくれました。札幌市内の

さまざまな店舗が職人を派遣したり、食材を提供したりして、その日限りのオリジナルラーメンを作っていきます。その２

日だけは小学部棟２階調理室は「厨房」となり、職人さんたちの見事なチームワークで１００食以上を手早く仕上げてくれ

ました。 

 配膳にはＰＴＡの役員・学年委員の方々から協力をいただき、できたての状態で運ぶことができました。 

 児童生徒は、事前から楽しみにしていた人、あっという間に完食した人、それまで苦手だったのに初めてラーメンを食べ

ることができた人、お礼の手紙を作成してくれた人など、さまざまな充実した時間を過ごすことができました。 

 らぁ祭事務局の方からは、次年度も前向きに検討しますとのお言葉をいただいています。ぜひ、これからもこの繋がりを

大切にしていきたいと思います。             【主幹教諭 鈴木雄也】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※7月24日現在での予定です。諸事情により、実施の形態に変更がある場合があります。変更があった場合にはメール等

でお知らせしますのでご確認ください。 

８・９・10月 行事予定 

 

【8月】 

18(金) 第2学期始業式 

21(月) あゆみの園始業式 

二計測（中） 

22(火) 二計測（小５・６） 

23(水) 二計測（小１・２） 

24(木) 二計測（小3・４） 

28(月) 諸費引き落とし日 

【10月】 

２(月) 個別懇談週間(～6) 

教育実習（～20） 

６(金) 休業日（職員研修） 

20(金) 諸費引き落とし日 

23(月) 第１回PTA拡大委員会 

28(土) 中学部札養フェスタ 

30(月) 振替休業日（中） 

 

          

【９月】 

１(金) 小学部遠足 

(小３・４年) 

５(火) 中学部見学会 
    （小１～４保護者対象） 

７(木)～８(金)  

小６見学旅行 

８(金) 進路懇談会(中１) 

11(月) 避難訓練 

14(木)～15(金) 

小５宿泊研修 

20(水) 後期学習費・諸費 

引き落とし日 

21(木) 遠足(小1・2年) 

22(金) 開校記念日 

http://rasai.jp/category/trip

